
昭
和
三
年
七
月
、
市
川
厚
一
（
北
大
農
学
部
比
較
病
理
学
）
は
ロ

ン
ド
ン
に
お
け
る
第
三
回
国
際
癌
会
議
に
出
席
し
た
際
、
日
本
に
も

対
癌
事
業
の
必
要
な
こ
と
を
痛
感
し
て
帰
国
、
癌
研
究
会
（
東
京
）

な
ど
で
そ
れ
を
訴
え
た
が
耳
を
か
す
人
は
な
い
中
、
今
裕
（
北
大
医
、

病
理
学
）
の
み
が
こ
れ
に
共
鳴
し
た
。
お
り
し
も
今
教
室
に
北
大
医

学
部
第
二
回
卒
業
（
昭
二
）
の
山
口
寿
一
が
助
手
と
し
て
在
籍
し
て

い
た
が
、
彼
は
卒
業
前
に
嚥
下
障
害
を
訴
え
て
有
馬
内
科
（
英
二
、

第
一
内
科
）
助
教
授
、
小
田
俊
郎
の
診
察
を
受
け
て
い
た
。
昭
和
四

年
四
月
、
西
川
外
科
（
義
英
、
第
一
外
科
）
に
入
院
、
試
験
開
腹
に
よ

る
診
断
は
病
理
組
織
学
的
に
今
に
よ
り
癌
と
確
定
さ
れ
、
五
月
二
六

日
、
二
六
歳
で
死
亡
。
父
の
山
口
喜
一
（
北
海
タ
イ
ム
ス
取
締
役
）
は

さ
か
き
料
の
中
か
ら
壱
千
円
を
寄
付
、
癌
対
策
事
業
に
あ
て
て
欲
し

い
と
し
た
。
今
ら
は
た
だ
ち
に
発
起
人
会
を
も
ち
（
六
月
九
日
）
、
こ

日
本
に
お
け
る
対
癌
運
動
史
序
説

ｌ
北
海
道
対
癌
協
会
に
つ
い
て
Ｉ

長
門
谷
洋

治

こ
で
北
海
道
対
癌
協
会
の
名
称
を
決
め
、
趣
意
書
が
作
ら
れ
た
。
九

月
十
三
日
に
札
幌
市
の
豊
平
館
で
創
立
委
員
会
と
発
会
式
が
行
わ

れ
、
会
長
に
今
、
副
会
長
に
有
馬
と
池
原
鹿
之
助
（
北
門
銀
行
頭
取
）
、

理
事
長
に
市
川
を
選
ん
だ
。
年
末
に
は
当
日
の
記
録
を
主
と
し
た
会

誌
「
對
癌
』
の
第
一
号
が
発
刊
さ
れ
た
。

以
後
同
会
は
会
誌
の
刊
行
、
講
演
会
、
映
画
（
「
肉
体
の
愛
』
）
の

製
作
と
上
映
、
癌
検
診
・
治
療
費
の
補
助
、
癌
研
究
費
に
対
す
る
補

助
な
ど
を
行
っ
た
。
こ
れ
は
同
会
の
寄
付
行
為
の
う
ち
癌
研
究
の
推

進
・
知
識
の
普
及
を
そ
れ
な
り
に
果
た
し
た
も
の
の
、
行
政
よ
り
の

補
助
金
な
ど
は
期
待
で
き
ず
、
会
費
と
寄
付
金
が
主
と
な
る
同
会
の

財
政
基
盤
は
弱
く
、
今
が
自
分
へ
の
学
術
奨
励
金
の
中
か
ら
毎
月
二

○
円
づ
つ
三
年
間
の
寄
付
を
続
け
た
の
や
、
癌
研
究
会
が
昭
和
十

一
・
十
二
・
十
四
の
各
年
に
五
百
づ
つ
支
出
し
て
く
れ
た
の
に
息
を

つ
な
ぐ
状
態
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
寄
付
行
為
の
も
う
ひ
と
つ
の

ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
癌
専
門
病
院
の
設
立
は
つ
い
に
日
の
目
を
永
い
ま

ま
に
、
戦
時
色
が
深
ま
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
昭
和
十
九
年
七
月
に
は

一
時
事
業
の
中
止
の
や
む
な
ぎ
に
至
っ
た
。
し
か
し
戦
後
、
二
一
年

十
一
月
に
は
北
海
道
保
生
協
会
の
名
で
再
発
足
、
成
人
病
一
般
を
も

扱
っ
た
が
、
三
四
年
一
月
に
は
北
海
道
対
が
ん
協
会
の
名
に
復
帰
し
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感
染
症
対
策
が
主
流
で
あ
っ
た
戦
前
に
、
北
海
道
で
こ
の
よ
う
な

対
癌
活
動
の
火
が
と
も
さ
れ
た
こ
と
は
瞠
目
に
価
す
る
。
こ
れ
は

①
市
川
・
今
と
い
う
人
材
を
得
た
こ
と
、
②
た
ま
た
ま
青
年
医
師
が

癌
で
死
亡
し
、
そ
の
父
が
対
癌
事
業
の
た
め
に
寄
付
を
な
し
た
こ

と
、
③
そ
の
父
が
新
聞
人
で
あ
っ
た
こ
と
よ
り
、
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ

て
の
一
般
へ
の
啓
蒙
が
ス
ム
ー
ス
に
い
っ
た
こ
と
な
ど
が
あ
っ
て
、

き
わ
め
て
短
期
間
に
理
想
的
な
組
織
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
も
の
と
い

え
よ
う
。
さ
ら
に
①
対
癌
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
い
る
こ
と
、
②
癌

病
院
設
立
を
目
論
だ
こ
と
な
ど
が
注
目
さ
れ
る
。
市
川
は
周
知
の
よ

う
に
山
極
勝
三
郎
と
と
も
に
人
工
癌
の
発
生
に
成
功
し
た
人
で
あ

り
、
今
も
ま
た
有
能
な
病
理
学
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
風
土
を

背
景
に
北
海
道
か
ら
は
そ
の
後
幾
多
の
優
れ
た
癌
研
究
が
出
た
。
ま

た
対
癌
事
業
に
つ
い
て
も
北
海
道
対
癌
協
会
を
中
心
と
し
た
そ
の
活

動
は
質
・
量
と
も
わ
が
国
の
最
先
端
の
レ
ベ
ル
を
保
持
し
て
今
日
に

至
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
同
協
会
は
昭
和
五
三
年
に
厚
生
大
臣

表
彰
、
第
三
十
回
保
健
文
化
賞
受
賞
、
五
四
年
（
会
発
足
後
五
十
年
目
）

に
は
第
十
一
回
北
海
道
開
発
功
労
賞
を
得
て
い
る
。

今
日
に
至
っ
て
い
る
。

癌
と
も
北
海
道
と
も
直
接
関
係
の
な
い
筆
者
が
こ
の
テ
ー
マ
を
選

ん
だ
こ
と
に
つ
い
て
は
不
遜
の
そ
し
り
を
免
れ
な
い
で
あ
ろ
う
が
、

筆
者
に
そ
の
関
心
を
も
た
せ
て
下
さ
っ
た
の
は
上
記
、
小
田
俊
郎
氏

（
大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）
が
『
日
本
医
事
新
報
』
（
二
九
五
八
号
六

頁
昭
五
六
）
に
寄
せ
ら
れ
た
一
文
で
あ
っ
た
。
同
文
は
山
口
氏
診

察
の
こ
と
を
想
起
し
対
癌
事
業
に
言
及
さ
れ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
と

に
山
口
氏
を
最
初
に
診
ら
れ
た
こ
と
を
公
表
さ
れ
た
意
義
は
大
き
か

っ
た
と
思
う
。
筆
者
は
小
田
氏
を
直
接
に
は
存
じ
な
か
っ
た
が
、
そ

の
後
お
手
紙
も
い
た
だ
き
ご
教
示
を
得
た
。
北
大
医
・
一
内
の
村
尾

誠
前
教
授
、
久
村
正
也
助
手
に
は
ご
調
査
を
賜
り
、
一
内
に
は
す
で

に
当
時
の
カ
ル
テ
は
な
く
、
僅
か
に
第
一
外
科
の
入
院
患
者
台
帳
に

八
山
口
寿
一
（
二
七
歳
Ｍ
）
昭
和
四
年
四
月
十
七
日
入
院
、
同
年

五
月
二
六
日
退
院
。
病
名
、
胃
癌
Ｖ
と
あ
っ
た
旨
報
告
し
て
下
さ
っ

た
。
市
川
の
あ
と
を
継
が
れ
て
い
る
北
大
獣
医
学
部
、
比
較
病
理
学

教
室
、
藤
本
胖
教
授
、
北
海
道
対
が
ん
協
会
検
診
セ
ン
タ
ー
田
村

浩
一
所
長
よ
り
は
夫
を
ご
教
示
と
と
も
に
貴
重
な
資
料
の
提
供
を
い

た
だ
い
た
。
『
對
癌
』
は
昭
和
十
七
年
ま
で
に
八
号
が
発
行
さ
れ
、

そ
の
全
冊
が
北
大
と
金
沢
大
学
医
学
部
図
書
館
に
保
管
さ
れ
て
い
る

の
が
確
認
さ
れ
た
が
、
う
ち
金
大
の
分
の
コ
ピ
ー
を
金
沢
医
大
寺
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日
本
対
ガ
ン
協
会
は
昭
和
三
三
年
八
月
に
発
足
（
塩
田
広
重
会
長
、

渋
沢
敬
三
理
事
長
）
し
た
。
四
三
年
よ
り
日
本
対
ガ
ン
協
会
賞
が
設
定

さ
れ
た
が
、
そ
の
第
一
号
は
山
口
喜
一
氏
（
四
四
年
死
亡
）
に
与
え

ら
れ
た
。

（
大
阪
府
豊
中
市
開
業
）

畑
喜
朔
教
授
が
し
て
下
さ
り
、
恵
与
下
さ
っ
た
。
各
位
の
ご
好
意
に

対
し
心
よ
り
感
謝
申
し
あ
げ
る
。

中
国
三
国
時
代
の
華
佗
が
全
身
麻
酔
下
に
開
腹
術
を
行
っ
た
と
い

う
こ
と
か
ら
、
「
麻
酔
」
と
い
う
言
葉
は
少
な
く
と
も
後
漢
時
代
か

ら
の
言
葉
で
あ
る
と
一
般
的
に
は
考
え
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
著
者
の
研
究
に
よ
っ
て
、
事
実
は
そ
れ
と
大
部
懸
隔
す
る

こ
と
甚
し
い
こ
と
が
判
明
し
た
の
で
報
告
す
る
。

２

華
佗
の
業
を
伝
え
る
「
魏
志
華
佗
伝
」
に
は
「
酔
死
の
如
く
知
る

所
無
し
」
と
あ
っ
て
「
麻
酔
」
の
語
は
披
見
さ
れ
な
い
。
「
後
漢
書

華
佗
伝
」
に
も
「
酔
い
て
覚
る
所
無
し
」
と
あ
り
同
様
で
あ
る
。

「
後
漢
書
」
「
元
史
」
「
金
史
」
さ
ら
に
は
筆
者
の
閲
覧
し
え
た
中

国
の
詩
文
に
も
「
麻
酔
」
の
語
は
披
見
さ
れ
な
い
。
諸
橋
の
「
大
漢

和
辞
典
」
に
も
一
七
○
に
も
及
ぶ
「
麻
」
を
冠
す
る
熟
語
を
掲
げ
て

い
る
が
、
「
麻
酔
」
に
つ
い
て
の
中
国
か
ら
の
出
典
を
明
示
し
て
い

「
麻
酔
」
の
語
史
学
的
研
究

1

松
木
明
知
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